
みなさんにできること！

好
す

きなことや得
と く い

意なことを見
み

つけましょう。

おさらい

	●河
かわいがっきせいさくしょ

合楽器製作所は音
おんがくきょうしつ

楽教室や体
たいいくきょうしつ

育教室など、子
こ

どもたちを対
たいしょう

象にいろいろな教
きょうしつ

室を開
ひら

いている。

	●いろいろな教
きょうしつ

室を通
とお

して、子
こ

どもたちの成
せいちょう

長につなげている。

	●「好
す

きなこと」や「得
と く い

意なこと」を見
み

つけることは、「楽
たの

しく自
じ ぶ ん

分らしく生
い

きていくこと」につながる。

SDGs新
し ん ぶ ん

聞 株
か ぶ し き が い し ゃ

式会社河
か わ い が っ き せ い さ く し ょ

合楽器製作所

習
な ら

いごとで自
じ ぶ ん

分らしさ大
だ い は っ け ん

発見！

SDGsラジオを読
よ

んでみよう！

SDGsラジオの内
な い よ う

容を、もっと詳
く わ

しく知
し

ろう！

みなさんは、なにか習
なら
いごとをしていますか？�

夢
むちゅう
中になったり、「できた！」と思

おも
える瞬

しゅんかん
間もあったり、楽

たの
しいですよね。�

ピアノをつくっている会
かいしゃ
社「河

かわいがっきせいさくしょ
合楽器製作所」では、音

おんがくきょうしつ
楽教室だけでなく、体

たいいく
育や、英

えいご
語、絵

かいが
画など、さまざまな教

きょうしつ
室を開

ひら
いています。�

これらの教
きょうしつ
室では、上

じょうず
手になるだけでなく、一

ひとり
人ひとりの好

す
きなことをいかしながら、�

習
なら
いごとを通

とお
して、自

じぶん
分らしさをのばしたり、心

こころ
や体
からだ
を育
そだ
てることを大

たいせつ
切にしています。�

なんと、その体
たいいくきょうしつ
育教室からは世

せかい
界でかつやくするスポーツ選

せんしゅ
手も生

う
まれました。�

また、海
かいがい
外でも音

おんがくきょうしつ
楽教室を開

ひら
くなど、河

かわいがっきせいさくしょ
合楽器製作所は、子

こ
どものころから�

「自
じぶん
分らしさを発

はっき
揮する力

ちから
」を育

そだ
てられる場

ば
を世
せかいじゅう
界中に広

ひろ
げています。�

のびのびと、自
じぶん
分らしく力

ちから
をのばしていけることは、みんなが輝

かがや
ける社

しゃかい
会につながっていきます。�

みなさんは、自
じぶん
分のどんな力

ちから
をのばしてみたいですか？

ピアノをつくっている会
かいしゃ
社「河

かわいがっきせいさくしょ
合楽器製作所」では、子

こ
どもたちを

対
たいしょう
象に、音

おんがくきょうしつ
楽教室や体

たいいくきょうしつ
育教室、英

えいごきょうしつ
語教室など、いろいろな教

きょうしつ
室を開

ひら

いています。習
なら
いごとは、うまくなることだけが大

たいせつ
切なのではありま

せん。新
あたら
しいことに取

と
り組

く
んだり、「できた！」という経

けいけん
験を増

ふ
やした

りすることで、自
じしん
信や考

かんが
える力

ちから
、あきらめずにがんばる力

ちから
も育
そだ
ってい

きます。河
かわいがっきせいさくしょ
合楽器製作所では、さまざまな教

きょうしつ
室を通

つう
じて一

ひとり
人ひとりの

「好
す
き」や「得

とくい
意」を大

たいせつ
切にしながら、子

こ
どもたちの成

せいちょう
長を支

ささ
えてい

ます。

河
かわいがっきせいさくしょ
合楽器製作所の音

おんがくきょうしつ
楽教室では、歌

うた
や楽
がっき
器を通

つう
じて、音

おんがく
楽を楽

たの
し

む気
き も
持ちや表

ひょうげん
現する力

ちから
を育
そだ
てています。絵

え
をかく教

きょうしつ
室では、自

じぶん
分の

考
かんが
えや感

かん
じたことを自

じゆう
由に表

ひょうげん
現する力

ちから
を大
たいせつ
切にしています。また、

体
たいいくきょうしつ
育教室では、体

からだ
を動
うご
かす楽

たの
しさを学

まな
びながら、最

さいご
後までがんばる

力
ちから
も身

み
につけています。その体

たいいくきょうしつ
育教室からは、世

せかい
界でかつやくする

スポーツ選
せんしゅ
手も生

う
まれました。さらに、音

おんがくきょうしつ
楽教室は海

かいがい
外にも広

ひろ
がっ

ていて、世
せかいじゅう
界中の子

こ
どもたちが音

おんがく
楽に親

した
しめる環

かんきょう
境づくりも進

すす
めら

れています。子
こ
どものころから、自

じぶん
分の好

す
きなことや得

とくい
意なことを見

み

つけることは、「楽
たの
しく、自

じぶん
分らしく生

い
きていくこと」につながり、さら

には「みんなが輝
かがや
ける社

しゃかい
会」をつくることにもつながっていきます。

画
がぞうさんしょう

像参照：�音
おんがくきょうしつ

楽教室のようす�

（カワイ音
おんがくきょうしつ

楽教室公
こうしき

式H
ホームページ

Pより）

画
がぞうさんしょう

像参照：�体
たいいくきょうしつ

育教室のようす�

（カワイ体
たいいくきょうしつ

育教室公
こうしき

式HPより）

キーワード

対
た い し ょ う

象ゴール

自
じ し ん

信

「できた！」という経
けいけん
験を重

かさ
ねることで、「自

じぶん
分の力

ちから
を信
しん
じ、いろいろなことに挑

ちょうせん
戦できる気

き も
持ち」のことです。

得
と く い

意

自
じぶん
分が「うまくできる！楽

たの
しい！」と感

かん
じることや、自

じしん
信を持

も
って取

と
り組

く
めることです。

表
ひょうげん

現

音
おんがく
楽や絵

え
、体
からだ
の動
うご
きなどを使

つか
って、自

じぶん
分の気

き も
持ちや考

かんが
えを自

じゆう
由に伝

つた
えることです。

メモ


